
〈
ア
ル
ヨ
こ
と
ば
〉
そ
の
後

金
水
　敏

1
拙
著
『
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
日
本
語
　役
割
語
の
謎
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）

で
は
、「
そ
う
ア
ル
ヨ
、
さ
っ
さ
と
帰
る
ヨ
ロ
シ
」
の
よ
う
な
、
外
国
人
（
こ
と
に

中
国
人
）
が
用
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
訛
っ
た
話
し
方
を
〈
ア
ル
ヨ
こ
と
ば
〉

と
名
付
け
、
横
浜
居
留
地
で
行
わ
れ
て
い
た
、
ピ
ジ
ン
化
さ
れ
た
日
本
語
を
起
源

と
し
て
い
る
と
い
う
見
方
を
示
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
〈
ア
ル
ヨ
こ
と
ば
〉
な

い
し
ピ
ジ
ン
日
本
語
に
関
し
て
、
そ
の
後
に
知
っ
た
こ
と
、
人
か
ら
教
え
て
い
た

だ
い
た
こ
と
な
ど
を
書
い
て
お
き
た
い
。

2
拙
著
で
は
、
ピ
ジ
ン
日
本
語
の
起
源
を
示
す
資
料
と
し
て
、
一
八
七
九
年
に
刊
行

さ
れ
たE

xercises
in

the
Y
okoham

a
D

ialect

（
以
下
、Yokoham

a
D

ialect

）

を
紹
介
し
た
。
拙
著
を
刊
行
し
た
時
点
で
は
、
こ
の
資
料
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
刊
行
後
に
、
カ
イ
ザ
ー
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
氏
に

よ
る
詳
細
な
ご
研
究
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。「Y

okoham
a

D
ialect—

日
本

語
ベ
ー
ス
の
ピ
ジ
ン
」『
東
京
大
学
国
語
研
究
室
創
設
百
周
年
記
念
　国
語
研
究
論

集
』（
同
記
念
会
編
、
一
九
九
八
年
、
汲
古
書
院
、
八
三–

一
〇
六
頁
）
で
あ
る
。
当

然
知
っ
て
い
て
よ
い
文
献
で
、
見
落
と
し
て
い
た
こ
と
自
体
大
変
恥
ず
か
し
い
こ

と
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
カ
イ
ザ
ー
氏
の
重
要
な
ご
論
考
を
無
視
し
た
こ
と
に
な

り
、
申
し
訳
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
同
論
文
で
は
、Yokoham

a
D

ialect

の
著
者(B

ishop
ofH

O
M

O
C

O

と
い
う
偽
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）
がH

offm
an

A
tkinson

で
あ
る
こ
と
（
注

１
）、dialect

と
い
う
の
は
方
言
と
言
う
よ
り
「
野
蛮
で
粗
悪
な
こ
と
ば
」
と
い

う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
、L

oreto
T
odd

の
ピ
ジ
ン
に
関
す
る
規
定
に

照
ら
し
て
、
こ
の
本
に
収
め
ら
れ
た
会
話
が
安
定
し
た
ピ
ジ
ン(pidgin)

の
特
徴

を
持
つ
と
言
え
る
こ
と
、
等
を
説
得
的
に
論
証
し
て
い
る
。
ま
た
、
語
彙
や
発
音

に
つ
い
て
も
詳
し
い
分
析
を
加
え
て
お
り
、Y

okoham
a

D
ialect

の
理
解
に
と
っ

て
第
一
に
参
照
す
べ
き
論
文
で
あ
る
と
と
も
に
、
ピ
ジ
ン
研
究
の
論
文
と
し
て
も

貴
重
で
あ
る
と
言
え
る
。

3
さ
て
、
横
浜
ダ
イ
ア
レ
ク
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
ピ
ジ
ン
日
本
語
と
、
現
在

中
国
人
の
役
割
語
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
〈
ア
ル
ヨ
こ
と
ば
〉
と
の
間
に
は
、

若
干
の
隔
た
り
が
あ
る
。Y

okoham
a

D
ialect

に
はY

okoham
a

dialect

だ
け

で
な
くN

ankinized-N
ippon

（
南
京
訛
り
日
本
語
）
と
い
う
も
の
も
収
録
さ
れ

て
お
り
、
前
者
が
主
に
西
洋
人
が
用
い
る
も
の
で
あ
る
一
方
で
、
後
者
は
中
国
人

が
用
い
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
例
は
次
の
よ

う
で
あ
る
。

横
浜
ダ
イ
ア
レ
ク
ト

Is
H

e
ill?

（
彼
は
具
合
が
悪
い
の
で
す
か
？
）

A
m

buy
w

orry
arim

as?
（
ア
ン
バ
イ
　悪
イ
　ア
リ
マ
ス
？
）

（Y
okoham

a
D

ialect

二
〇
頁
）

南
京
訛
り
日
本
語

1



I
shuld

like
to

borrow
500

Y
en

from
you

if
you

have

them
.

（
も
し
お
持
ち
な
ら
、
五
百
円
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
）

A
natta

go-hakku
lio

aloo
nallaba

w
atark-koo

lack’shee

high
chacko

dekkeloo
alloo

ka

（
ア
ナ
タ
　ゴ
ハ
ク
リ
ヨ
ー
　ア
ル
ナ
ラ
バ
　ワ
タ
ク
ラ
シ
（
＝

私
）
　ハ
イ
シ
ャ
ク

　デ
キ
ル
　ア
ル
カ
）

（
同
三
二
頁
）

一
般
に
、
明
治
時
代
の
資
料
に
見
ら
れ
る
こ
の
手
の
ピ
ジ
ン
日
本
語
の
話
し
手

は
、
概
ね
西
洋
人
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
い
つ
ご
ろ
中
国
人
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
、
と
い
う
点
が
、
役
割
語
の
形
成
史
と
し
て
は
大
き
な
問
題
と
な
る
。
ま

ず
、
西
洋
人
系
の
資
料
に
つ
い
て
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
。

拙
著
で
は
、
岡
島
昭
浩
氏
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
、
森
銑
三
氏
著
『
明
治
東

京
逸
聞
史
』
か
ら
の
例
（
一
八
八
一
〈
明
治
一
四
〉
年
「
新
橋
芸
妓
評
判
記
」）
を

挙
げ
た
が
、
岡
島
氏
か
ら
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
明
治
時
代
の
小
説
の
用
例
も

教
え
て
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
、
ア
フ
リ
カ
人
の
例
で
あ
る
。

阿
弗
利
加
人
の
ダ
イ
ン
ス
な
り
け
り
（
中
略
）
旦
那
私
し
貴
郎
叱
り
ま

す
な
い
私
し
話
し
致
し
ま
す
旦
那
叱
る
あ
り
ま
す
か
私
し
泉
さ
ん
助
け

て
貰
ひ
ま
し
た
（
中
略
）
お
嬢
さ
ま
願
ひ
ま
す
私
し
悪
い
事
す
る
な
い

お
詫
私
し
願
ひ
ま
す
旦
那
ど
う
ぞ
私
し
悪
い
な
い
一
日
で
も
半
日
で
も

一
遍
私
し
お
邸
帰
る
あ
り
ま
す
…
…

（
須
藤
南
翠
『
新
粧
之
佳
人
』
第
五
回
（
末
尾
）
一
八
八
七
〈
明
治
二

〇
〉
年
）

次
は
ア
メ
リ
カ
人
の
例
で
あ
る
。

「
私
、
あ
な
た

良
君
が
、
日
本
へ
行
っ
た
ら
日
本
語
ば
か
り
使
ふ
よ
ろ
し
い
と

仰
や
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
で
可
成
左
様
し
て
ゐ
ま
す
が
、
外
の
日
本

人
、
解
る
ま
い
か
思
ひ
ま
し
て
ね
…
…
」

（
中
村
春
雨
（
吉
蔵
）『
無
花
果
』
一
九
〇
一
〈
明
治
三
四
〉
年
、
三
六

三
頁
）

「
私
一
人
で
遣
る
あ
り
ま
す
」(

同
、
日
本
人
牧
師
と
結
婚
し
て
日
本
に

来
る
米
国
女
性
、
三
六
四
頁
）

次
に
、
時
代
は
前
後
す
る
が
、
彰
義
隊
生
き
残
り
の
寺
沢
正
明
に
よ
る
『
一
生

一
話
』
に
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
一
八
六
八
（
慶
應
四
）
年
、
上
野
戦
争
に
敗

れ
、
敗
走
す
る
榎
本
艦
隊
・
開
陽
艦
に
乗
り
込
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
士
官
の
ブ
リ
ュ
ー

ネ
と
カ
ズ
ヌ
ー
フ
が
、
日
本
人
に
こ
う
語
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

ア
ナ
タ
上
野
デ
負
ケ
マ
シ
タ
ガ
弱
ク
ア
リ
マ
セ
ン
。
コ
レ
カ
ラ
私
ト
蝦

夷
イ
キ
マ
ス
。
わ
ら
び
蕨
ノ
根
タ
ベ
マ
ス
。
開
陽
タ
ク
サ
ン
能
キ
船
ア
リ
マ
ス
。

負
ケ
マ
セ
ン
。
来
年
三
月
帰
リ
マ
ス
。
其
ノ
時
ア
ナ
タ
上
野
花
見
マ
ス
。

楽
シ
ミ
マ
ス
カ
、
酒
ノ
ミ
マ
ス
カ
、
喜
ビ
マ
ス
カ
。
私
思
ヒ
マ
セ
ン
。

ア
ナ
タ
涙
出
マ
ス
ア
ル

『
一
生
一
語
』
は
山
崎
有
信
『
彰
義
隊
戦
史
』（
隆
文
館
、
一
九
一
〇
。
一
九
八

五
年
に
鳳
文
館
よ
り
復
刊
）
に
所
収
の
も
の
で
、
野
口
武
彦
氏
に
ご
教
示
い
た
だ

い
た
。
野
口
氏
著
『
幕
末
気
分
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
二
）
二
八
三
頁
も
参
照
さ
れ

た
い
（
用
例
の
表
記
も
『
幕
末
気
分
』
に
よ
っ
た
）。
こ
の
談
話
は
、
後
年
の
記

憶
に
よ
る
も
の
で
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
に
改
編
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

創
作
で
は
な
く
直
接
体
験
者
に
よ
る
歴
史
的
記
述
で
あ
り
、
話
者
が
特
定
さ
れ
て

い
る
と
い
う
点
で
は
、
貴
重
な
記
録
と
言
え
る
。

4
こ
の
ピ
ジ
ン
的
な
日
本
語
が
、
専
ら
中
国
人
訛
り
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
い
つ
頃
か
ら
か
、
未
だ
明
確
に
は
な
し
え
て
い
な
い
。
拙
著
で
は
、
一

2



九
二
二
（
大
正
一
一
）
頃
の
宝
塚
歌
劇
「
邯
鄲
」（
宝
塚
歌
劇
団
）（
注
２
）
の
例
、

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
お
よ
び
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
の
「
の
ら
く
ろ
」
の

例
を
挙
げ
て
い
る
。
最
後
の
「
の
ら
く
ろ
」
の
例
で
は
、
の
ら
く
ろ
が
属
す
る
猛

犬
軍
と
戦
う
豚
軍
が
〈
ア
ル
ヨ
こ
と
ば
〉
を
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
豚
軍
に

は
、
中
国
人
が
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
し
か
し
そ
の
根

拠
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
吉
村
和
真
氏
「
…
」『
…
』（
…
）
に
よ
っ
て

こ
の
推
測
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
時
代
の
漫
画
に
お
い
て
、
最
初

中
国
は
竜
を
以
て
象
徴
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
日
清
戦
争
以
後
、
豚
に
よ
っ

て
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
当
時
日
本
人
は
、
豚
を

見
れ
ば
直
ち
に
中
国
人
を
連
想
し
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。

最
後
に
、
最
近
気
付
い
た
例
と
し
て
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
キ
ン
グ

レ
コ
ー
ド
か
ら
発
売
さ
れ
た
「
チ
ン
ラ
イ
ぶ
し
」
を
挙
げ
て
お
く
（
一
番
の
み
）。

手
品
や
る
ア
ル
　皆
来
る
ヨ
ロ
シ

う
ま
く
ゆ
こ
な
ら
　か可
わ
い愛
が
っ
て
お
く
れ

娘
な
か
な
か
　き
れ
い
き
れ
い
ア
ル
ヨ

チ
ン
ラ
イ
チ
ン
ラ
イ
　チ
ン
ラ
イ
チ
ン
ラ
イ

チ
ン
ラ
イ
ラ
イ

（「
チ
ン
ラ
イ
ぶ
し
」
樋
口
静
雄
歌
、
時
雨
音
羽
作
詞
、
田
村
し
げ
る
作

曲
）
注
３

チ
ン
ラ
イ
と
は
「
請
来
」
で
、「
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
意
味
の
北
京
語
で

あ
る
。
こ
の
歌
は
中
国
に
出
生
し
た
日
本
人
の
間
で
大
変
は
や
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

コ
ミ
カ
ル
な
曲
調
で
、
当
時
の
日
本
人
の
、
中
国
人
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
一
端

が
よ
く
分
か
る
。

5
以
上
、
と
り
と
め
な
く
ピ
ジ
ン
日
本
語
お
よ
び
〈
ア
ル
ヨ
こ
と
ば
〉
に
つ
い
て
書

い
て
き
た
が
、
な
お
調
査
を
続
け
、
資
料
の
穴
を
埋
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
小
説
、
映
画
、
レ
コ
ー
ド
等
な
ん
で
も
結
構
で
す
の
で
、
も
し
ご
存
知
よ
り
の

資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
お
教
え
下
さ
い(kinsui@

let.osaka-u.ac.jp)

。

特
に
第
二
次
対
戦
以
前
の
も
の
が
あ
り
が
た
い
で
す
。。

注
1
な
お
、Yokoham

a
D

ialect

の
著
者
に
つ
い
て
は
今
野
真
二
氏
か
ら
も
ご
教

示
を
い
た
だ
い
た
。

2
渡
辺
裕
氏
著
『
宝
塚
歌
劇
の
変
容
と
日
本
近
代
』（
新
書
館
、
一
九
九
九
）
に

よ
れ
ば
、「
邯
鄲
」
は
久
松
一
聲
作
・
原
田
潤
作
・
編
曲
で
一
九
二
一
（
大

正
一
〇
）
年
に
宝
塚
で
初
演
、
翌
一
九
二
二
年
に
は
東
京
公
演
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
再
演
さ
れ
て
い
る
。

3
『
20
世
紀
に
っ
ぽ
ん
の
歌
想
い
出
の
戦
前
・
戦
中
歌
謡
大
全
集
解
説
書
』

（
株
式
会
社
コ
ロ
ム
ビ
ア
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
一
九
九
八
）
に
よ
る
。

【
付
記
】

本
稿
は
、
金
水
（
二
〇
〇
四
）「
研
究
手
帳
　〈
ア
ル
ヨ
こ
と
ば
〉
そ
の
後
」（『
い

ず
み
ミ
ニ
通
信
』
No.
３
、
五–
六
頁
、
和
泉
書
院
）
の
原
稿
で
あ
る
。
た
だ
し
『
い

ず
み
ミ
ニ
通
信
』
に
は
紙
幅
の
都
合
で
大
幅
に
短
縮
し
た
版
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ

の
原
稿
は
、
短
縮
す
る
前
の
版
で
あ
る
。

3


